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利

﨑

神

公津スポーツ広場に続き旧老人福祉センター跡地も無償。
無償貸与？ 地元の声も聞くべき！！
旧老人福祉センター跡地の活用問題を取り上げ、執行部

の考え方を糾した。これに対し小泉市長は「旧老人福祉セン

ター跡地は国際医療福祉大学のグランドとして活用する方向

で大学と協議している」と答弁、この答弁に対し「この土地

は公津地区に残された閑静な大きな土地だから旧公津地区

の住民の声を聞くべき」と跡地利用計画に不満を露わにする

と執行部は「大学との協議は整った後に説明する」と高飛車

な態度。大学用グランドとしては既に

公津スポーツ広場だけでは対応できず

約一万㎡の旧老人福祉センター跡地を

第二グランドとして無償貸与を成田市

が大学に申し入れ、昨年12月から協議

に入り大学の判断待ちの状態にある。

平成27年度予算委員会審議

再利用）の有効活用。
（学校跡地や旧老人福祉センターなど

有効利用）

（未利用地や空港会社の空港周辺の

土地を利用して集客）

（リースを活用するなどで全域交換で電

気代の節約）

騒音地域にケーブルテレビ網の拡充
通学路等歩道の整備（特に空港周辺）

（AランBランの狭間における中学生の

自転車通学の安全対策）

（市内への回遊）

平成27年度要望提出
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を
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ど
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社長表敬訪問

NAA夏目社長との会談にて
地元へのおもいを聞く

LCCスポット増設 《4月8日オープン》
2014年度末の完成に向けてLCC専用ターミナルの整備を鋭意実施中。

LCCの更なる利便性の向上及び効率的な運用のためには、現計画（サテラ
イト南側5スポットにて運用）に加え、新たに、第2PTBサテライトと同様に
サテライト北側（成田市取香地区側、5スポット）も運用するサテライト両面
運用を行うことが望ましいと考えた。
取香LCCスポット整備については、1月31日に国交省に航空法に基づく空
港の変更許可申請を行い、4月14日に公聴会が行われ4月25日に許可を得
ました。
本件整備に際しては、①空港境界に防音壁の整備、②廃止する赤道の代
替えとして防音壁沿いに歩行者通路の整備、③成田市道の付替等を行わ
なければならない。
取香区説明において、整備する防音壁の仕様について「航空機が見えるよ
うに」という要望を出します。
区は、本件整備に対する対応及び取香の住みよい街づくり等のために、区
民の意見を集約・整理し、関係機関（NAA、成田市等）と協議を行う組織
（協議会）を立ち上げました。

現制限区域

新制限区域

赤　道

GSE置場

凡　例
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